
アンモニアガス脱臭装置における充填材の効果

[要約］ アンモニアガスの脱臭に関与する堂生物群数は五塑拡の有無にかかわらず

差は認められない。 しかし、充填材を使用することで菌液槽内は微生物の活動に適し

た環境が維持され、脱臭効果が向上する。
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［背景・ねらい］

鶏ふん乾燥処理施設から発生するアンモニアガスを微生物脱臭装置（装置内に吸引する

悪臭に活性汚泥を噴霧し、充填材に付着増殖した微生物で循環脱臭する方法）で除去する

場合、アンモニアガス濃度が200ppmの時には、散布液には水の代わりに活性汚泥を用い、

充填材は使用しないより使用した方が脱臭効果が良いと言う成果を得た（平成2～3年）．

そこで、充填材の使用（散布液は活性汚泥を使用）が脱臭能力と脱臭装置の菌液槽内の

水質及び微生物にどの様な効果があるか、明らかにする。

［成果の内容・特徴］

①アンモニアガスを脱臭するためには活性汚泥を噴霧するだけでも約75％程度の脱臭率が

得られるが、活性汚泥と充填材（榔子殻成型物）を組み合わせて使用すれば、脱臭微生物

の活力が向上し、より高い脱臭率（約92％程度）が得られる（表１、表２）。

②アンモニアガスの脱臭に関与する微生物群数（放線菌群、硝酸菌群、亜硝酸菌群等）は

充填材の有無にかかわらず差は認められない（表２）。

③脱臭微生物の活力を維持して脱臭能力を高めるためには、酸化還元電位（ＯＲＰ）を＋

200ﾐﾘﾎ､､ﾙﾄ以上に保つ必要があるが、充填材を使用することで微生物の活動に十分なＯＲ

Ｐが維持される。この為、ｐＨも低く維持され、アンモニア態窒素から硝酸態窒素になる

量も多い（表２）。

[成果の活用面・留意点］

活性汚泥と充填材を利用した脱臭施設を設置する場合の参考資料として利用できる。

-238-



[具体的データ］

表１アンモニア臭濃度(単位:ppm）（平成４年）

臭気濃度区、週ｌＶ３Ｖ５Ｖ７Ｗ９ＶＷ

原臭両区共１５０４０２０１３０１２７５
－－＝－－－－－－－－－－一一－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝一ｰｰ一一ー－ｰー一一ーー－－一一ー

脱 臭後試験区４１ ４ １ ２ ０ １

対 照 区 ９ ３ ５１４１４８２８〃

注）①試験区：活性汚泥(噴霧液)＋榔子殻成型物(充填材)。

②対照区：活性汚泥(噴霧液)だけ。

③臭気に対する活性汚泥及び充填材の馴致期間：試験開始前２週間。

表２菌液槽内の水質及び微生物群(単位:個/mI）（平成４年）

項目 顎』 対照区

(1V）（6V）（11V）（Ⅳ）（6W）（11W）

ｐＨ９．２６．９５．８９．６８．９７．７
ORP（mv）147２４０２９５１５９１１４１５５

NH4-N(ppm〉1４３８１1,120１４１４０１，０９２

Ｎ03-N(ppm）１４４１４1,204１４５６６０５
－一一－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝←一一一一一一一一一一一一一一－－一一一一－－一＝－－一一一一－－－－－－－－＝一ー－－一一‐一－－

放線菌群6.7X１０５２．０X１０５５．３X1048.8X1059.9X1052.7X103
硝酸菌群7.9X1067.2X１０４５．９X1046.3X１０５５．８X1044.7X104
亜硝酸菌群6.7X1069.4X1045.8X1045.6X1055.4X1044.3X104
脱窒素菌群6.2x1035.6xlo42,8x１０４２．lx1056.8x103-1.8x1u
注）①期間中の水温：平均20℃(14℃～26℃)で両区間に差なし。

②試験区、対照区及び馴致期間は表１の注）と同じ。

③ＯＲＰ：酸化還元電位

[その他］
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